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休園・消毒・マスク着用についての対応　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日本小児科学会と日本小児医学会の見解
に基づいて判断する。



子どもの

　成長発達を最優先
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

に判断する。



「3密」は保護者に適応すると考える。　　　　　　　　　　　　　　　　
幼児の十分な発達には

互いの身体的接触が不可欠とし、
子ども同士のかかわりを優先して柔軟



〇朝の検温を家庭にお願いし、
　登園時報告してもらう。
〇朝、保育室に入る前に
　子どもの手をアルコール消毒。
〇登園、降園時間を学年で時差をつけ、
　保護者が密にならないようにする。



園の考え方・対応を保護者に伝えたうえで、
出欠席などの最終判断は

保護者責任で決定していただく。



・暑さに慣れておらず体力が以前よりも落ちている
・戸外で活動する機会が減り、ふっくらした様子

・反射神経が鈍くなり柱や子ども同士での衝突が増えた

より安全に意識しながら体を動かせる保育の内容

保育活動の説明・子どもの様子
感染症の情報配信と園の対応など



5月30日(土) 入園式

6月1日(月) 保育開始

6月4日(木) 年中・長　お弁当開始

7月16日(木) 年少　お弁当開始

令和2年度の保育の実態



8月9日（土）
～23日（日）

お盆休み
例年は夏休みが1か月程度

8月28日(金) 終業式

8月29日(土)
～9月6日(日)

2学期準備休み

9月7日（月） 始業日



12月9日(水)
　　～11日(金)

清心のみのり
～みてみて！きいて！～

12月18日（金） 終業式

1月12日（火） 始業日

2月11日（祝）
　　12日（金）

清心のみのり
～のぞいてごらん、こどものこころを展～



より強く　より明るく　より仲良く
保育方針

清心のみのり
年間の行事の総称。

子どもの成長を【実り（みのり）】と表現している

それぞれ年少→年中→年長で経験
　　　計6回のみのり　と、総まとめに…

みてみて！きいて！
のぞいてごらん

こどものこころを展

卒園式



子ども一人ひとりが表現活動を深め
魅せることを楽しむ

お話づくり（創作劇）、縄跳び、ファッションショー、折り紙、歌　など

子どもたちの主体的活動を
絵や制作物を通して保護者の方に伝える



・子ども一人に保護者一人
・個人での撮影の禁止

・後日動画配信

各クラスを3グループに分け時間指定
２日間にわたり開催

１学年の保護者が
一同に集まり

２クラス分の発表の鑑賞

２日間午前中
のみの開催



行事をするうえで配慮したこと

換気 マスク着用

保護者同士や、来客の大人の方の感染を予防

検温・消毒



形を変えて行った行事
誕生会

全学年でホール（森の広場）に集まり
その月の誕生日の子をお祝い。

様々なアーティストやゲストの演奏・演目
を観劇する機会にも

今までは…

クラスや学年ごとの少人数で行い、
外部からのアーティスト・ゲストは呼ばずに
子どもの活動のきっかけとなるようなことを

担任が考えて劇などにしている



2週間ほどの期間を設け
一日に4・5名ずつ、ゆったりと参観

保育参観

子どもの活動中の導線もスムーズ
たくさんの大人の目があるよりも
落ち着いた子どもたちの様子を

参観していただくことができた。

各学年1日ずつ参観日を設け、
全員の保護者が一斉に

保育室や園庭での子どもの様子を参観

今までは…



マスクをつけて顔が隠れていると
子どもとのコミュニケーションが取りづらい

フェイスガードにすることで
表情を見せて保育することができる

保育者の子どもに対する反応の一瞬を大切に



コロナも活動のきっかけに





野外保育











自然の中での
活動

何一つ同じものがない

感じ方、考え方の
違いを感じる

一人ひとりの感じ方を認める
ちがうことを認めていく



どろんこ









幼虫はっけん！！！
育ててみよう！！

そんなある日

お部屋に飾っていた

クチナシの花

花瓶の下にツブツブが…

ちょんまげみたい！
名前はちょんまげくん！！



しばらくすると… 土の中にもぐって
成虫になる準備を始めました



年少の時に見た
ちょうちょとおんなじで、

さなぎになってるんじゃない？



ちょんまげくんは大きくなったら
何になるのかな？

？



モササウルスちょうになる！



にじいろちょうちょになる！



目が
たくさんに

なる！



ちょんまげくん
が

いっぱいに
なる！



ちょんまげくん

が

成虫になった！

図鑑で調べてみよう



生き物としての名前や生息地、食べるものなどがわかり
自然に返してあげることにしました。

お別れの前に
写真もとりました







読んだ絵本から… 



ちょんまげくんが、
育ててくれてありがとうって
描いてくれたんじゃない！？

おんなじお話だ！！！



お礼にお話かんがえて
絵本つくってあげよう！！



人形劇や…





創作劇の活動に広がりました



夕涼み保育では影絵劇も楽しみました





ちょんまげ君

からの手紙

大好きなちょんまげくんから手紙が届くと…



なんだかおもしろい形…
そうだ！作ってみよう！！

ちょんまげ君はいろんなところに
お出かけしてるんだね！

これはインドのお城なんだって！



大きな一つのものを作る中で



一人ひとりがイメージを話したり





協力したり…



どうしたらできるか、考える姿がありました



こうして作ったお城は、
子どもたちの活動の場として変化していきました。





お城の中で活動するうちに、屋根が落ちてきたり、
壁が倒れてしまうこともありました。



これで
倒れなくなる

かな？

いいかも！

そのたびに子どもは自分たちなりに考えたり



年長さんが紐で
引っ張ってたよ！
真似してみよう！

見たものや
経験したことから
考え、直していました。



でもちょっとお部屋が
狭くなってきたな…

壊しちゃおう！！！

した後の段ボールは素材としてとっておき
制作に利用していきます。

解体
他の



主体性を大切にした継続的な活動を通して

興味関心の
あることを
みつける

「なんでだろう？」
「どうしてだろう？」

を探ろうとする
周りの友だちと
影響を受けあう

じっくりと興味関心の
対象を見る触る

繰
り
返
し
あ
そ
ぶ

新たな

興味関心



ピタゴラスイッチ作りから…



もっと大きいの

つくっちゃおう！



これは川だ！
橋を作ろう！



何に見えますか？

橋を作っている最中にでた
段ボールの切れ端を見つけて



ジンベエザメみたい！
これでジンベエサメ作ろう

じゃあここは水族館にしよう！

切れ端を見て、ジンベエサメを連想した子どもの言葉から、
水族館の活動が始まりました。



水族館に変化！



魚釣りもできるよう
にしよう！

ここを滑って
魚が入るの！



おさかなもっとつくろう！！
大きいサメだからみんなで
ちからをあわせて塗ろう



魚が泳ぐ海が必要だ！



活動後は、ぞうきんを自分で絞って





絵の具がついた場所を拭いたりと
身の回りを整えることもしています。



完成というゴールがあるわけではなく
日々、形を変えて楽しんでいきます



隣のクラスや
小さいお友だち、

お兄さん
お姉さんに

見せてあげよう！



広がり深まった活動が
清心のみのりの行事に

つながっていきました。



のぞいてごらん
～こどものこころを展～



みてみて！

きいて！



モノや人との関わり

日々の保育や行事のありかたの再考

今後も前向きに捉えて柔軟に対応する保育をしていきたい



まだまだつづく
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園長 清水進　　　　副園長 清水早苗

さくら組（年中）担任
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